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０．熊本労災病院へ、医療体制維持の緊急支援について（労働者健康安全機構） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

令和８年熊本地震により、独立行政法人労働者健康安全機構(JOHAS)が運営する熊本労

災病院（熊本県八代市）においても、病院施設、設備、医療機器等に大きな被害が発

生しました。 

八代地域の災害拠点病院である熊本労災病院では、震災発生直後から、患者さまや来

院者の安全確保を最優先に行動し、全国労災病院グループの支援や本年 5月に稼働開

始した高度医療・災害対応棟を活用するなどにより診療を継続、また、全国の DMAT隊

による地域の医療機関や避難所、高齢者施設等への支援の活動拠点としての役割を担

いました。 

一方で、現在においても、病院建物の損傷、給排水設備、医療機器等への被害などが

多数発生しており、地域医療を継続するためには

多くの支援が必要な状況です。 

熊本県南地域の医療を守るため、労働者健康安全

機構では、熊本労災病院の復旧・復興支援を目的

としたクラウドファンディングを開始しました。 

皆さまの温かいご支援、ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。（※クラウドファンディングのサイトは画像をクリック） 

 

 

https://readyfor.jp/projects/kumamoto-rosai
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

１．研修会・セミナーの開催について 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

（１）産業保健研修会 

①令和８年９、１０月の研修会について申込受付中です（画像をクリック）。 

 ※令和８年度前期（４月～９月）の研修日程はこちら 

                          

           

                                   

 

 

 

【※お知らせ（再掲）】 

「何から始めればいいの？」という事業主の皆さまに向けて、厚生労働省作成の「小規

模事業場向けストレスチェック実施マニュアル」をもとに、制度や実施の流れをやさし

くご紹介します。 

開催日時：８月２６日（水）14：00～16：00 メートプラザ２階大会議室 

研修内容：「事業主が知っておきたい小規模事業場のストレスチェック実施について」   

 

 

（２）産業医研修会 

①令和８年１０月(９月は開催予定なし)の研修会について申込受付中です。 

（画像をクリック） 

 

                        

 

 

 

 

②認定産業医等の単位取得の各種手続きは、MAMIS（マミス・医師会会員情報システ 

ム）のマイページの登録が必要となります。登録はこちらからお願いします。 

【MAMISの登録に関してのお問い合わせ先】 

〇医師会会員情報システム運営事務局 

   電話番号 0120-110-030 

   平日 10:00～18:00 （土日祝、年末年始を除く平日） 

   お問い合わせフォーム https://mamis.med.or.jp/contact/ 

https://www.sagas.johas.go.jp/files/libs/1656/202603231109481638.pdf
https://mamis.med.or.jp/login/
https://mamis.med.or.jp/contact/
https://www.sagas.johas.go.jp/publics/index/22/
https://www.sagas.johas.go.jp/publics/index/21/
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（３）両立支援コーディネーター基礎研修について（無料） 

   令和７年度に引き続き、オンライン形式で計４回の開催を予定しております。 

   第２回の募集は定員に達したため終了しました。 

   第３回の募集期間は 

   「10 月 16日（金）13:00～11月 5日（木）17:00」 

となっております。 

   開催日程・お申込み方法等はこちらからご確認ください 

（画像をクリック） 

 

 

（４）がん分野勤労者医療フォーラムの開催について（10/3 開催） 

労働者健康安全機構（東京労災病院）では、がんにおける治療と仕事の両立支

援の取組状況を踏まえて、今後の両立支援のあり方を検

討する「がん分野勤労者医療フォーラム」を今年も開催

します（※web・会場のハイブリット開催）。 

このセミナーでは、厚生労働省、がん患者団体、企業  

および労働者健康安全機構（産業保健総合支援センタ  

ー・労災病院）から両立支援の取組状況について講演し 

た後、両立支援に関する様々な取り組みや課題について 

のパネルディスカッションを行います。両立支援に関心 

のある医療従事者、産業医・産業保健スタッフ、企業関 

係者などの皆さまのご参加をお待ちしています。 

  専用 webサイトはこちら 

  申込はこちらから（9/21〆切） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

２．当センターの定期相談窓口のご案内 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

経験豊富な産業保健相談員による相談窓口を開設しています！！化学物質管理、メンタル

ヘルス対策など、一度相談してみませんか。電話相談、当センター事務所への来所(要予

約)による相談も可能です。 

（１）９月の開設日 

   〇産業保健相談員（労働衛生工学） 

高倉敏行（高倉労働衛生コンサルタント事務所 代表） 

・９月２５日（金）  14：00－17：00 

https://www.tokyor.johas.go.jp/
https://dx-mice.jp/EZEntry/johas2026/Entry/Input
https://www.johas.go.jp/workbalance/balance-support-coordinator/coordinator-r8-basic-training-schedule/
https://www.tokyor.johas.go.jp/topics/doc/20260716_1.pdf
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   〇産業保健相談員(労働衛生工学)  

西村富夫 (西村労働安全衛生コンサルタント事務所 所長) 

       ・９月１１日（金） 13：00－16：00 

   〇産業保健相談員（カウンセリング）  

家永佐智子（産業カウンセラー・保健師） 

・９月 ８日（火） 13：00－16：00 

     ・９月２９日（火） 13：00－16：00 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

３．「治療と仕事の両立支援」定期出張相談窓口のご案内 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

疾病を抱える労働者の治療と仕事の両立を支援するため、下記の医療機関にて出張相

談窓口を定期開設しています。事業主の方、労働者ご本人、ご家族の方など、さまざ

まなお立場からのご相談に対応しておりますので、お困りのことがございましたらお

気軽にご相談ください。※当センターHPの両立支援コーナーはこちら 

〇９月の出張相談窓口 

・佐賀大学医学部附属病院   １８日（金）11：30-13：30 

・佐賀県医療センター好生館 １５日（火）11：00-14：00 

・唐津赤十字病院        ９日（水）11：00-13：00 

・嬉野医療センター     １０日（木）11：00-13：00 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

４．厚生労働省・佐賀労働局等からのお知らせ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【〇厚生労働省からのお知らせ】 

（１） ＳＤＳ情報交換のための標準的フォーマット等の公開について 

厚生労働省では、労働安全衛生法第 57条の２に基づく化学物質の危険有害性

情報の通知（SDS の交付等）をより迅速かつ的確に行う観点から、SDS情報を

電子的に交換するための標準的なフォーマット及び利用マニュアルを作成し

ました。 

 これは、化学物質の譲渡・提供者が共通のフォーマットを用いて危険有害

性情報のデータ（SDSデータ）を作成することにより、電子的な情報の交換を

容易にすること、SDSの作成・変更・交付等の一連の作業負担を軽減するこ

と、SDSによる情報伝達の迅速化を図ること等を目的としたものです。 

 「令和６年度化学物質管理に係る専門家検討会」の中間取りまとめ（令和

６年８月 31 日公表）において、安全データシート（ＳＤＳ）等による通知の

迅速化への方策として、ＳＤＳ等による危険有害性情報の通知を電子化し、

その電子データの配列を標準化することにより、手入力する手間を省き、通

https://www.sagas.johas.go.jp/publics/index/63/
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知に要する時間の短縮を図るべきと提言されたことから、厚生労働省におい

て、昨年 11 月に学識経験者やＳＤＳ等の作成に見識を有する者等からなる検

討会を設置し、検討したものです。 

 なお、このフォーマットを活用した SDS データの作

成を支援するため、令和７年度から、化学物質の譲

渡・提供者等が当該フォーマットの活用のため自社シ

ステムの改修を行う場合や、新たにシステムを導入す

る場合等において、必要な費用の一部を補助する事業

（ＳＤＳ電子化補助金）を実施しています。 

 

（２） 「令和８年度「全国労働衛生週間」」を 10月に実施 

厚生労働省は、10月１日（木）から７日（水）まで、令和８年度「全国労働衛

生週間」を実施します。今年のスローガンは、一般公募で募った 131 作品の中

から、鈴木亜紀さんの作品「ひとりひとりが貴重な人材 心も体も健やかに 

みんな生き生き健康職場」に決定しました。全国労働衛生週間は、労働者の健

康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する国民の意識を高め、職場での

自主的な活動を促して労働者の健康

を確保することなどを目的に、昭和

25 年から毎年実施しており、今年で

77 回目になります。毎年９月１日か

ら 30日までを準備期間、10月１日

から７日までを本週間とし、この

間、各職場で職場巡視やスローガン

掲示、労働衛生に関する講習会・見

学会の開催など、さまざまな取り組みを展開します。 

 

【〇佐賀労働局からのお知らせ】 

（１）令和８年度「全国労働衛生週間」説明会を県内 5会場で開催します 

   各会場の詳細及び特別講演等についてはこちらをご覧ください。 

【佐賀会場】 

       日 時：令和８年９月 16日（水）13:30～  

           場 所：佐賀県立男女共同参画センター・佐賀県立生涯学習センター  

                 「アバンセ」ホール 

    【鳥栖会場】 

日 時：令和８年９月９日（水）13:30～  

           場 所：サンメッセ鳥栖 ４階ホール 

https://jsite.mhlw.go.jp/saga-roudoukyoku/content/contents/002780682.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10803000/001729973.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10803000/001729974.pdf
https://www.zeneiren.or.jp/sds/index.html
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    【唐津会場】 

       日 時：令和８年９月９日（水） 13:30～  

           場 所：唐津市文化体育館 ２階文化ホール 

  【武雄・鹿島会場】 

       日 時：令和８年９月１０日（木）13:30～  

            場 所： 鹿島市生涯学習センター エイブル エイブルホール 

  【伊万里・有田会場】 

           日 時：令和８年９月１０日（木）13:30～  

            場  所： 焱の博記念堂 文化ホール 

 

（２）Safe Work Action～みんなで実現 安全・安心・快適職場～（10/1 始動） 

佐賀労働局と佐賀・唐津・武雄・伊万里労働基準監督署は、令和 5年度を初

年度とする 5 か年計画である「佐賀労働局第 14次労働災害防止計画」（以下

「14次防」といいます。）で示す『（佐賀労働局第 13次労働災害防止計画の期

間と比較して）死亡者数 15％以上減少・死傷者数減少』という目標達成に向

け、令和 8年 10月 1日から「Safe Work Action」と題する取組を行います。 

 

【取組内容】 

（1）「Safe Work Action」取組宣言書（以下「取組宣言書」といいます。）の作 

成・提出・公開 

① 事業場の事業者は、取組宣言書に取 組事項などを記載して、事業場を管

轄する労働基準監督署の専用メールアドレスに送付します。 

②  労働基準監督署において取組宣言書の内容を確認した後、佐賀労働局 

のホームページに公開します。 

③  事業者は、取組宣言書に記載した取組事項の達成に取り組みます。 

(2) ロゴマークの活用取組宣言書を提出した事業場は、「Safe Work」 

（「Smart Work」・「Active Work」・  

「Fun Work」・「Equal Work」）をキ 

ャッチフレーズとするロゴマークを、 

①事業所や現場に掲示する 

②安全衛生関係の書類に表示する 

③ヘルメットに貼り付ける 

④名刺に表示するなど 

により、労使の労働災害防止に向けた 

機運や取組宣言書に記載した取組事項の達成への機運を高めます。 

  

https://jsite.mhlw.go.jp/saga-roudoukyoku/newpage_02756.html
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【〇日本産業保健法学会からのお知らせ】 

（１）なぜ今、管理職教育なのか― 健康経営 3.0時代における管理職の再定義― 

業績評価主義の導入により、管理職は  

成果を求められるプレイングマネージ 

ャーとして機能してきた。一方で、部 

下の育成やメンタルヘルス対応まで担 

う存在へと、その役割は大きく拡大し 

ている。健康経営の視点に立てば、管 

理職は単なる評価者ではなく、組織の  

生産性と従業員の健康を同時に守る中核的存在である。だからこそ、時間投資や 

1on1 を通じた関係構築を含め、管理職への教育と支援は、「コスト」ではなく 

「経営投資」として再定義する必要がある。本稿では、この変化の本質を現場視 

点から読み解きます（全４回シリーズ）。 

  各シリーズはこちらからご覧ください（第１回 第２回 第３回 第４回） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

５．編集後記 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

今月も「かささぎ」メールマガジンをご愛読いただき、ありがとうございます。 

 

お盆を過ぎましたが、まだまだ暑い日が続いています。「酷暑日」という言葉を聞く

たびに、「まさに酷な暑さだな」と妙に納得してしまう今日この頃です。皆さま、い

かがお過ごしでしょうか。 

 

先週、夏季休暇をいただき、甲子園球場へ行ってきました。目的は、もちろん佐賀県

代表の応援です。 

当日は台風の影響もあって、空はどんより。時折、雨も降るあいにくの天気でした。

それでも球場の中に入ると、そんなことはすっかり忘れてしまうほどの熱気です。白

いユニフォームでグラウンドを駆け回る高校球児たち、それを後押しするブラスバン

ドの演奏、スタンドからの大きな声援。テレビで見るのとは違い、実際の甲子園球場

は独特の空気に包まれていて、とてもまぶしく感じました。 

 

ただ、一つ誤算がありました。私の席の両隣が、なんと相手高校を応援する方々でし

た（笑）。佐賀県代表を応援したい気持ちはあるものの、さすがに隣で大声を出す勇

https://jaohl.jp/zadankai-20260508/
https://jaohl.jp/zadankai-20260617/
https://jaohl.jp/koho-38/
https://jaohl.jp/zadankai-20260805/
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気はなく、周りを気にしながら、小さくガッツポーズをするという、なんとも控えめ

な応援になりました。 

残念ながら、試合は佐賀県代表の敗戦。それでも、試合が終わり、両校の選手に球場

全体から大きな拍手が送られる光景を見ていると、不思議と悔しさよりも清々しい気

持ちが残りました。勝った方も、負けた方も、最後まで力を出し切った選手たち、そ

れを称える球場の雰囲気、「これが甲子園なのかな」と、少しだけ分かったような気

がします。「甲子園には魔物がいる」とよく言われますが、今回、私が出会ったの

は、どうやら悪い魔物ではなかったようです。いい魔物に出会えた、そんな夏の一日

になりました。 

 

さて、９月からは全国労働衛生週間説明会が佐賀県内５か所で開催されます。当セン

ターからも 10分程度、事業案内をさせていただく予定です。また、会場入口では健康

相談窓口も開設していますので、お越しの際はぜひお気軽にお立ち寄りください。 

 

まだしばらく暑さは続きそうです。酷暑日がこれ以上続かないことを願いつつ、無理

をせず、適度に休憩を取りながら、秋の訪れを首を長くして待ちたいと思います。 

 

皆さまも、どうぞご自愛ください。 
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★メルマガ変更・配信中止のご通知は、「メルマガメールアドレス変更」または「メ

ルマガ配信中止」と件名にご記載の上、sanpo41-8@sagas.johas.go.jpにメールを

送信してください。 

        独立行政法人 労働者健康安全機構 佐賀産業保健総合支援センター 

          〒840-0816佐賀市駅南本町６－４佐賀中央第一生命ビル４階  

          ＴＥＬ 0952-41-1888  ＦＡＸ 0952-41-1887  

   ●ホームページ https://www.sagas.johas.go.jp/ 

          ●Ｅメール   sanpo41-8@sagas.johas.go.jp 
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